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正しい言葉遣い。それは一生の宝物。
－教育総合研究所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ，文化庁「国語に関する世論調査」より－

今月は，「気持ちの良い言葉遣いをしよう」という生活目標からスタートします。言葉遣
いとコミュニケーションについて学年に応じて考えさらに改善を図っていこうと考えていま
す。

さて，平成２０年の文化庁の「国語に関する世論調査結果」によると，「今の国語は乱れ
ていると思う…約８０％。（別の調査によると，乱れていると思う…約９０％）」との結果に
なっています。これは，昭和５２年の調査以来，年々増加しています。「どのような点で乱
れていると思うか。」との問いに，「敬語の使い方…約７０％。若者言葉…約６０％。あいさ
つ言葉…約４０％」となっています。ちなみに「若者言葉」とは，「超，カワイイ！」のよ
うな言葉です。

この結果を受け，教育総合研究所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上のある筆者は，次のように述べています。「同
じ若者言葉でも，『マジ ムカつく』『ウザイ』『キモイ』『死ね』のような，人をののしる言
葉は許せません。これらの言葉は，遣うほうは軽い気持ちで発しても，浴びせられた方は自
分の人格や存在，可能性を否定されたと受け取り，心に深いダメージを与えます。人を傷つ
ける武器，まさに“言葉の暴力”です。」と断言しています。

また，「以前，ある空港で私は 20 歳くらいの娘さんが母親に向かって『ウザイ，死ね！』
と言っているのを見て，とてもショックを受けました。その母親が我が子にずっとそのよう
な言葉遣いを許してきた結果でしょう。『大人になったら大丈夫』，『社会に出れば直る』と
考えられがちですが，子どものうちに直しておかないと職場や改まった席などで，何かの拍
子に自然と口から出てきてしまうものなのです。」

この要因として，「心理学では，自尊心が低くて自己評価の低い子ほど，乱暴な言葉を遣
う傾向があるというのが定説です。自分より弱い立場の人に向かって悪い言葉を遣うことで，
一瞬の優越感を得ているのです。」と分析しています。

最後に，「子どもというのは，どこまで悪いことをやったら怒られるか，ギリギリまでや
ってみて大人を試す傾向があります。このため，悪い言葉を遣った時は，すぐにその場で『絶
対に言ってはいけない』と厳しく注意する必要があります。もし遠慮をして甘い対応をする
と，その子の将来にまで悪影響を及ぼしかねません。」と述べています。

子どもは，善し悪しは別として沢山の言葉の洪水の中で生活しています。その言葉の洪水
から，悪いものを取り除き，やさしく美しく心温まる言葉の中で生活できるように環境を整
えてやることが大切になってきます。

「正しい言葉遣い。」という，一生の宝物を全ての子どもが獲得できるために，私たち大
人は，学校・家庭・地域が意識を一つにして，取り組んでいかなければならないことなのだ
と改めて考えさせられました。

お 礼

きれいになりました。奉仕作業，お世話になりました。
９月１５日に行われた，参観日，愛児会人権教育研修会，そして奉仕作業。大変ハードな

日程にもかかわらず，最後までご参加いただきありがとうございました。
人権教育研修会では，岡山大学の さんに「ありがとう，ぼくの大好きな新見」と

題して，子どもたちに全力で講演をいただきました。幼いころ，右手の機能を失った槙原さ
んが，懸命に考え，工夫し，あくまでも前向きに生きてきた２２年間を振り返り熱く語って
くださったその話に，熱い感動を覚えたのは私だけではなかったことでしょう。

子どもたちの感想にも，「できなければ努力して努力して，それでもできなければ工夫し
て工夫して，できないことをできる。にしていきたいと思いました。」「一番心に残ったのは，

明新小だより

児童会目標： １ 気持ちのよい 明新っ子をめざそう！
２ 仲 の 良 い 明新っ子をめざそう！

学校教育目標：豊かな人間性をもち たくましく生きる 子どもの育成

『心×技×体×頭＝力』の話です。どれか一つでも０になったら，答えも０になる。という
ことをしっかりと覚えて努力したいと思いました。」「これから，どんな試練があっても乗り
越えていきたいです。」「 さんのお陰で，勇気をもらいました。」「私も， さんのよう
に，震災にあっている人のことを考えたり，不自由な人を助けたりしたいです。」など，一
人一人が大切なことに気づくことができたようでした。

その後行われた奉仕作業では，お疲れの中を窓ふき，草刈り，校舎周辺の清掃などをして
いただきました。お陰で，すがすがしい教育環境の中で日々学習を進めることができており
ます。

皆様のご厚意 ４０，５００円 手をつなぐ育成会へ
この度の「手をつなぐ育成会」の募金については，大変お世話になりました。ハンディー

のある子どもたちの教育環境を整える目的で，毎年行っているこの募金。お陰をもちまして，
４万円を超す額となりました。この度，社団法人 岡山県手をつなぐ育成会新見支部へ送金さ
せていただきました。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。

１０月の行事予定 ２８日（金）オープン参観日（午前中）
１日（土）第１回新見市陸上記録会 第２回学校評議員会

（防災公園） 11/９日（水）クリーン作戦
２日（日）第２回廃品回収 新見地区小中学校音楽会（まなび広場にいみ）
３日（月）避難訓練（地震） １３日（日）石蟹祭り
４日（火）委員会活動（６校時），全校ﾘﾚｰ ２２日（火）学習発表会予行
５日（水）音楽集会 ２７日（日）学習発表会
６日（木）安全の日，体重測定 ２８日（月）振替休業日
７日（金）前期終業式

１１日（火）後期始業式 －－－ オープン参観日 －－－
１８日（火）クラブ活動（６校時） 多数のご参観・ご来校をお待ちしております。
１９日（水）就学時健康診断（新１年生） 日時…平成23年10月28日（金）8:40～

読書集会
２０日（木）新見市学童陸上運動記録会 ☆保護者以外の方も，お気軽にご来校ください。
２４日（月）３校時後下校，長屋祭り 教師と共に頑張っている子どもたちの姿を，多くの
２５日（火）わくわく遊び 方にご覧いただきたいと思います。「喫茶校長室」を開

代表委員会（６校時） 店いたします。一息入れながら，話に花を咲かせてい
２６日（水）移動図書館来校 ただければと思っております。当然のことながら，全品

無料にてお迎えいたします。

よき思い出となりました。１泊２日の修学旅行。
６年生８名は，９月２６日（月）～２７日（火）の２日

間，晴天にも恵まれ，京都・大阪・奈良に行ってきました。
草間台小学校・唐松小学校との３校合同の修学旅行でした。

かつての日本の伝統文化の中心地を目の当たりにし，感
動もひとしおだったようです。豪華なホテルと夕食にも大
喜び。

子どもたちも「他校の学校の人と仲良くなれて良かった。」
「思い通りにお土産が買えて
良かった。」「海遊館のジンベ
イザメがすごかった」などと
沢山の思い出ができました。

一生忘れることのできない
思い出がまた一つ増えました。

同時に，自分が家族や多く
の人々に支えられていること
を改めて感じ直す２日間でし
た。

＜阪急ホテル 豪華な夕食＞

児童会目標： ３ み ん な の 役 に 立 つ 明新っ子をめざそう！
４ 目標に向かってがんばる 明新っ子をめざそう！

学校像 ～笑顔いっぱい・元気いっぱい・夢いっぱい～

＜金色に輝く金閣にて＞
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